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【開催日】11 月 14 日（土）および 15 日（日）（プレカンファレンス 13 日） 

【会場】岡山大学 津島キャンパス（岡山県岡山市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015 年の多文化関係学会の年次大会は、初めて岡山で開催されます。新幹線で通ったことは

あるけれど、降りたことはないという声も聞きます。でも実は、豊かな文化と風土を持ち、観光

地としての魅力を備えたところです。しかも交通の要所であり、物流基地として知られる便利な

所なのです。国内便と国際便の就航する岡山空港、山陽新幹線、四国や山陰を結ぶＪＲ、山陽自

動車道、岡山自動車道、瀬戸大橋、長距離バス、船の便などがあり、多くの移動手段に恵まれて

います。北海道とも沖縄とも、飛行機で結ばれています。 

 近年では、岡山の観光の魅力も知られてきました。海外のファンも多い、倉敷の町並みや瀬戸

内の多島美。島の風土に溶け込む現代アート。吉備文化を素肌に感じる文化遺産巡りと山肌の素

朴な温泉。四国まで届く島巡りのサイクリングコース。牡蠣や小魚料理など、豊かな海産物。晴

れの国といわれる好天を活かした、果物王国の愉悦。懇親会では、評判の B 級グルメと地酒を

味わってください。新趣向として、ご当地スイーツを味わうティータイム交流会も催されますの

でお楽しみに。 

 大会プログラムでは、「グローカル世界と多文化関係－まちづくり、ひとづくりが拓く明日－」

をテーマに、研究の最前線を見渡していきます。岡山は、国際貢献に力を入れている地域の一つ

でもあります。多文化世界と繋がる国際貢献の話を特別講演に、プレカンファレンスでは、我々

自身のためのワークショップ形式を取り入れた研修を用意しました。シンポジウムで多文化共生

を考え、テーマテックポスターセッションでは留学生と未来を見つめ、英語で語り合うラウン

ド・テーブルで対話を楽しみたいと思います。そして何より、年次大会は皆さんの研究発表と学

術的な議論が主役です。岡山大会で、多文化関係学の手応えと明日への希望を見つけてください。 

 

 

多文化関係学会 2015 年度年次大会 
 

グローカル世界と多文化関係： 
まちづくり、ひとづくりが拓く明日 

多文化関係学会 2015 年度年次大会へのいざない 

年次大会委員長 田中 共子（岡山大学） 

第 14 回年次大会 

 

研究発表の募集を行います。 

応募要領は、5 頁の「募集要項」および学会ホームページ( http://www.js-mr.org/）をご覧ください。 

＜〆切：7 月 15 日（水）＞ 
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日時  場所 

11 月 13 日（金） プレカンファレンス 附属図書館セミナー室 

11 月 14 日（土） 

 

11 月 15 日（日） 

大会初日 

（懇親会） 

大会二日目 

文学部・法学部・経済学部講義棟 

（ピーチユニオン：生協レストラン） 

文学部・法学部・経済学部講義棟 

岡山大学津島キャンパスアクセスマップ http://www.okayama-u.ac.jp/tp/access/access_4.html 

 

 

 

 

 

11 月 13 日 
プレカンファレンス 

「多文化社会における国際協力の仕事論」 
14:00～17:00 

11 月 14 日 

研究発表 1  

研究発表 2  

昼休み    

特別講演  

「救える命があればどこまでも：多文化世界と繋がる支援活動の最前線」  

ティータイム交流会  

研究発表 3 ポスターセッション 

総会・石井奨励賞受賞者（表彰・挨拶） 

懇親会   

10:00～11:05 

11:15～12:20 

12:20～13:30 

13:30～14:40 

 

14:40～15:00 

15:00～16:30 

16:40～17:40 

18:00～19:30 

11 月 15 日 

研究発表 4 特定課題研究含む 

テーマテックポスターセッション  

ラウンド・テーブル 

学際シンポジウム 

「地域をベースに多文化共生を考える」 

9:30～11:05 

9:30～11:00 

9:30～11:00 

11:10～12:40 

 

 

【年次大会運営委員】 

大谷 みどり（島根大学） 奥西 有理（岡山理科大学） シミッチ・ミラ・山下（岡山大学） 

添田 正揮（川崎医療福祉大学） 出口 朋美（近畿大学） 畠中 香織（同志社女子大学） 

松永 典子（九州大学） 八島 智子（関西大学） ＊アイウエオ順 

 

 

 

2015 年度年次大会概要のご案内 

第 14 回年次大会 

 

 

大会プログラム（仮） 

http://www.okayama-u.ac.jp/tp/access/access_4.html
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【プログラム内容】 

１．プレカンファレンス 「多文化社会における国際協力の仕事論」 

講師：特定非営利活動法人 AMDA 社会開発機構（AMDA MINDS）職員  

 国際協力の現場で長年にわたって経験してきた実例をもとに、よく直面する課題と、それを克

服するための技能や手法を、講義とワークショップ形式で学びます。 

 

２． 特別講演「救える命があればどこまでも－多文化世界と繋がる支援活動の最前線」 

  講師：認定特定非営利活動法人アムダ（AMDA）代表・菅波 茂 氏 

 認定特定非営利活動法人アムダは、1984 年に設立され、本部は岡山にあります。「困った時は

お互い様」という相互扶助精神のもと、紛争・災害・貧困に苦しむ人々への保健医療支援を柱と

する国際人道支援活動を 56 カ国で実施してきました。「多様性の共存」をめざし、常に支援を必

要としている現地の人たちのニーズを優先した、ローカルイニシアチブによる保健医療支援活動

の最前線についてお話しいただきます。 

  

３．学際シンポジウム 「地域をベースに多文化共生を考える」  

オーガナイザー：大谷みどり（島根大学） 

 多文化共生の取組について、社会政策・福祉、社会学、教育と異なった視点から、3名のシン

ポジストの方に話題を提供していただき、私たちがどのように多文化共生に取り組むことが出来

るかを共に考えていきます。 

話題提供者：「北欧における多文化共生～フィンランドを中心に」髙橋睦子（吉備国際大学） 

「在日フィリピン人女性のトランスナショナルな市民社会への参加」高谷幸（岡山大学）                  

「関西地域におけるラテンアメリカ系児童生徒の教育現状 

      －ラテンアメリカ人保護者の視点から－」フランシスコ・アルファロ(中京大学)  

指定討論者：松田陽子（兵庫県立大学） 

  

４．テーマテックポスターセッション「留学生とまちづくりの未来」 

オーガナイザー: 松永典子（九州大学） 

 魅力と活力あふれるまちづくりの未来を考えるうえで、日本に居ながらにして外からの視点を

もつ留学生の存在は欠かせません。留学生は、地域の経済活性化や観光振興を担う人材として期

待され、自ら地域における交流実践、ボランティア活動、教育支援等に取り組む例も増えていま

す。こうした地域の活性化を推進する留学生の方はもちろん、留学生パワーを取り込んだまちづ

くりの取り組みを行っている方々と、留学生交流や留学生教育を接点に、大学とまちの将来をめ

ぐってオープンに対話したいと思います。「留学生とまちづくりの未来」をテーマとしたポスタ

ー発表の応募をお待ちしています。 

時間：各発表 15分程度（質疑応答含む、総合討論 20 分～30 分程度）の予定です。 

 

５．ラウンド・テーブル（若手向けミニ発表会）「英語で語る私の研究」 

  オーガナイザー: 八島智子（関西大学）、シミッチ・ミラ・山下（岡山大学） 

       補佐：武田礼子（国際基督教大学大学院） 
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 本学会の使用言語は日本語・英語の 2言語です。日本を拠点とする多文化関係学の研究者の声

をこれまで以上に世界に届けるために、日本語以外で発表する機会を増設してはどうかとの声も

聞かれるようになりました。若手研究者（主に大学院生、留学生）が、肩を張らずに英語での研

究発表（研究紹介）を行い、楽しく英語で交流をする教育企画です。あなたの異文化（多文化）

研究を英語で発信してみませんか？ 

 内容：異文化接触や多文化関係に関わる英語でのミニ発表を 4件程度募集します。研究発表を

8～10 分程度行った後、フロアからの質疑応答を受け、最後にオーガナイザーから研究発表に関

するコメントやアドバイスをいただきます。  

 ミニ発表申し込み：先着順、審査は無し。研究は未発表である必要はなく、Research in Progress 

でもよい。（注：教育企画として設けるもので、通常発表との重複応募が可能。ただし、石井奨

励賞の対象にはならない。非会員でも、会員の推薦があれば応募可能） 

ラウンド・テーブルについてのお問い合わせは、武田 reyco.s.takeda@gmail.com まで。 

 

６．ティータイム「ご当地スイーツの午後」 

 果物王国岡山の特選スイーツをセレクト。とろけるような美味を味わいながら、交流しません

か？スイーツは様々ご用意。お土産選びにお困りの方は、味見の機会として。スイーツのお持ち

帰りも可能ですので、お土産としてもどうぞ。参加費は 500 円です。 

 

 

 

 

 

 

次の事項をお読みいただき、奮ってご応募ください。 

１．発表テーマ 

本学会の趣旨に沿ったもので、未発表のものに限ります。 

２．応募資格 

(1) 筆頭発表者は、発表申込の時点で正会員・学生会員・シニア会員であることが必要です。

筆頭発表者となるのは 1人 1回に限ります。ただし、連名発表者についてはこの限りでは

ありません。（応募時に 2015 年度の会費を納入していることをご確認ください。） 

(2) 筆頭発表者が会員であれば、連名発表者は非会員でも可能です。ただし、非会員連名発

表者は、大会準備委員会の承認を受ける必要があります。登録フォームの「(7) その他

発表者全員の氏名と所属」の欄に、必要事項を書き込んでください。 

３．発表時間  30 分（発表 20分、質疑応答 10 分） 

４．発表申込締切 2015 年 7 月 15 日（水）（必着） 

５．申込要領 

大会ホームページの登録フォームを使用し、次の 10 点についてお知らせください。 

(1) 発表タイトル / Title 

(2) 発表形式 / Type of presentation 

(3) 応募者 氏名 / Name of the head presenter (contact person) 

2015 年度年次大会研究発表募集要項 
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(4) 応募者 所属（大学等機関名）/ Affiliation  

＊学生の場合は、大学名の後に所属学部/研究科名＋課程名を記載 

(5) Email 

(6) Tel 

(7) その他発表者全員の氏名と所属 / Name(s) and affiliation(s) of co-presenters 

＊非会員連名発表者がいる場合は、本発表の中で果たしている役割について説明する（100 字以内） 

Please explain the role of nonmember co-presenters (50 words) 

(8) 発表要旨（400-600 字） / Abstract (250-300 words)  

  ＊要旨には以下①②を含めるようにしてください。  

① 発表の主旨と背景／理論 / Background / theory 

② 研究／実践について：目的、対象、方法（データ、参加者、手続きなど）、結果、考察、

結論／提案／制約など / Purpose, object, method (including data, participants, 

procedure), results, discussion, conclusion / suggestion / limitation 

(9) 多文化関係学との関連性・テーマテックポスターの場合はテーマとの関連性（約 200 字） 

/ Please explain the relevance of your proposed topic to the conference or poster  

theme. 

(10) 本学会の関連主要研究領域 / Research area  

上記の研究発表についてのお問い合わせは taikai2015@js-mr.org まで 

 

 

 

 

 

 

◆ 5 月 1日(金) 発表募集・参加申し込み開始 

◆ 7 月 15 日(水) 発表申し込み締め切り、発表審査開始 

◆ 8 月上旬 審査結果通知 

◆ 9 月 15 日(火) 抄録提出締め切り、事前払い締め切り 

 大会参加事前申し込み締め切り（ラウンド・テーブル、ティータイム含む） 

◆ 10 月中旬 プログラム発表 

 

大会参加費（会員の事前払いは 1,000 円割引） 

種別 
事前払い 

（9月 15 日までに送金） 
当日払い 

正会員 5,000 円 6,000 円 

シニア会員 5,000 円 6,000 円 

学生会員 2,000 円 3,000 円 

非会員 7,000 円 7,000 円 

非会員学生 4,000 円 4,000 円 

大会までのスケジュール 
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懇親会参加費（会員の事前払いは 500 円割引） 

種別 
事前払い 

（9月 15 日までに送金） 
当日払い 

正会員 4,000 円 4,500 円 

シニア会員 4,000 円 4,500 円 

学生会員 3,000 円 3,500 円 

非会員 5,000 円 5,000 円 

非会員学生 4,000 円 4,000 円 

 

プレカンファレンス参加費 1,500 円（会員種別を問わず共通。事前払い・当日払いで共通。） 

ティータイム参加費 500 円（スイーツとお茶。事前払いのみ。） 

 

留学生参加費優待制度 

以下の a)～c)の全ての要件を備えた留学生は、20名を上限に大会参加費を無料とします（参

加費は一旦払い込んでいただき、大会当日に返金します）。 

a) 岡山県外に在住する外国人留学生である。 

b) 研究発表に参加する（筆頭発表者でなくても、発表者の一人でも対象となります）。 

c) 大会参加のために、岡山市内の宿泊施設に宿泊する。 

    

年次大会お問い合わせ先  taikai2015@js-mr.org  

年次大会ウエブサイト  http://js-mr.org/taikai2015/ 

 

 

 

 

石井奨励賞は、若手研究者のキャリア開発支援のひとつとして、優れた研究発表を促進し、表彰す

るという目的のもと、次の手順で審査・表彰がおこなわれます。 

（１）対象者：年次大会において、単著による「口頭発表」もしくは「ポスター発表」をおこなう、

次の①②いずれかの会員：①学籍のある大学院生；②大会時、任期に限りのある職に就いてい

る教員等。抄録送付の際、①②いずれの条件に該当するか明記すること。該当する会員すべて

が選考の対象となる。 

（２）審査方法：【一次審査】抄録原稿（A4・4頁）により、若干名を選考する。※抄録2頁、共著発表

の場合は対象としない。【二次審査】一次審査を通過した会員の口頭発表及びポスター発表の内

容並びにプレゼンテーションを審査し、研究の将来性も踏まえた上で、若干名の受賞者を選考

する。 

（３）副賞：2万円 

多文化関係学会研究発表  石井奨励賞 

第 14 回年次大会 
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（４）学会誌への投稿の推奨：受賞者に対しては、対象となった発表を基にした完成原稿を次号の『多

文化関係学』に投稿することを強く奨励するが、義務とはしない。なお、投稿された論文は通

常の査読にかけられ、審査がおこなわれる。論文が採用になった場合、「石井奨励賞受賞論文」

と明記の上、学会誌に掲載される。 

（５）表彰：年次大会後に発行されるニュースレターに、石井奨励賞受賞者氏名、論文タイトル、学

術委員会によって結成された審査委員会による講評を掲載する。翌年の年次大会の総会におい

て、受賞者の表彰がおこなわれる。 

 

 

 

多文化関係学会は、今年度 4 月より、田中 共子氏が会長となり新たな理事体制となりました。 

新会長の挨拶と共に、新しい理事・監事・特任理事をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

今年度と来年度の会長を拝命いたしました、田中共子（たなかともこ）です。昨年度まで四年

間、中国・四国地区研究会委員長をつとめておりました。二年任期で二期をつとめたので、そろ

そろ交代と思っていたのですが、2015 度年次大会のお世話をお引き受けしたことから理事継続

となり、ご縁あっての就任となりました。幸いスタッフに恵まれ、ベテランの執行部の先生方を

はじめ、意欲的な新理事の先生方がご一緒してくださることになりましたので、代表してご挨拶

をさせて頂きます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 本学会は自由闊達な雰囲気を持ち、のびしろのある学会だと感じます。その活気を生かして、

全ての会員が自分の学会活動を楽しもうと思えるような学会になればと思っています。こう思う

ようになった背景には、本学会における以下の三つの状況があります。 

 第一に、本学会は学生会員の比率が高く、将来に希望を感じさせてくれる点です。みなさんは

数年後には、正会員となって本学会を支えてくれると期待しています。本学会を自分の学術フィ

ールドとして、のびのびと育って欲しいと願っています。年次大会でも教育企画を入れたり、学

生の優待制度を拡大したり、大学院生の感性で作った懇親企画を取り入れたりして、若者の熱意

を受け止める体制を強化しました。特別講演は会場校の共催を得て一般学生にも案内し、この機

会に裾野を広げたいと思っています。 

 一方で、学生会員は正会員より会費が低く設定されていることもあり、人数の伸びに比して会

費収入は限定的です。財務体力とのバランスをうまくとって、効果的な活動を考えていかねばな

りません。外部から助成金等を得る努力なども、必要でしょう。 

 第二は、本学会に地域単位の活動が根付いていることです。中四国地区では非会員も含めた地

域の教員や学部生、他地区からの熱心な方々においで頂きました。小規模ながら和やかな会でし

た。夏にはクーラーボックスでアイスクリームやシリアルを持ち込んで、即席フルーツパフェを

作って、終了後のお茶会をしたこともあります。都市部の研究会では集まる人数も多く、会員密

★理事会が新しくなりました★ 

新会長 挨拶 

田中 共子（岡山大学） 
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度の高さとそれに伴う活気が魅力でしたが、一方で都市部への一極集中にはならない仕組みを持

っています。全国展開の方針が出発点にあって、研究活動の日常性を厚く支えていると感じます。 

 ただ、地区の会員密度にはばらつきがあります。地方で年次大会などの比較的大きな企画を考

えるには、この点が支障でもありました。そこで昨年度から、大会の準備委員会は広域編成を試

みるようになっています。2015 大会準備委員会も岡山のほか、福岡、島根、兵庫、大阪の会員

が担ってくれています。極端なことをいえば、会場が確保できれば物理的には大会ができます。

ソフト面の分担による地方開催というシステムを、洗練して定着させることで、開催の可能性を

広げていきます。 

 第三に、本学会の提供する学術情報へのアクセスが伸びているという、うれしい現状です。電

子化の進行に伴い、本学会のジャーナルは、所定の手続きを踏んで一定の金額を払えば、多くの

方々により簡単に読んでいただけるようになりました。この収入が増えているそうです。発信力

を支えているのは、我々の学術活動です。研究の主題と質が、社会から注目されている証左とい

えるでしょう。 

 ここを、さらに伸ばしていきたいと思います。それを可能にするのは会員の研究活動への熱意

と、その発表の場である学会の機能でしょう。各地で得た着想と成果を持ち寄って、年次大会で

大いに語り合い、委員会活動などを通じて学術企画を実らせていき、若い力とともに研究推進の

ための環境を整えて、次の任期、次の世代の皆さんにバトンを渡していきたいと思っています。 

学会活動の主役は、会員の皆さんに他なりません。会員の皆さんが快適に生き生きと活動でき

ますよう、今期の理事の先生方と共に努めていきたいと思います。 

 

理事および各地区研究会委員長（五十音順） 

石黒 武人 順天堂大学 事務局長 

奥西 有理 岡山理科大学 中国・四国地区研究会委員長 

笠原 正秀 椙山女学園大学 学会誌編集委員会委員長 

渋谷 百代 埼玉大学 副会長 

田中 共子 岡山大学 会長、年次大会委員長 

中川 典子 流通科学大学 中部・関西地区研究会委員長 

出口 朋美 近畿大学 Web 管理・広報委員会委員長 

長谷川 典子 北星学園大学 選挙管理委員会委員長 

原 和也 明海大学 学会誌委員会副編集委員長 

湊 邦生 高知大学 学術委員会委員長 

守﨑 誠一 関西大学 ニュースレター委員会委員長 

山田 直子 佐賀大学 九州地区研究会委員長 

山本 志都 東海大学 関東地区研究会委員長 

 

また、これら理事に加えまして、それぞれの委員会には委員が任命されています。委員の氏名・

所属につきましては、すべての委員会の委員が決定次第、学会ホームページにてお知らせをいた

します。 
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監事（五十音順） 

久米 昭元 元立教大学 会計監査 

小松 照幸 名古屋学院大学 会計監査 

 

特任理事 

Hidasi Judit ブタペスト商科大学（ハンガリー） 

 

 

 

 

 

 

日時：2015 年 3月 14 日（土）10:08～12:20 

場所：岡山大学津島キャンパス 

出席者（敬称略）：赤崎、石黒、大谷、抱井、小坂、今野、田中、中川、松永、守崎、山本 

欠席者（敬称略）：小田、笠原、寛、舛谷、李 

【報告事項】 

1) 事務局報告 

・学術団体を紹介する『学会年鑑』へ本学会が掲載されることになった。 

・第13回年次大会（於：コラッセ福島）の会計報告がなされた。 

2) 学会誌編集委員会報告 

・『多文化関係学』第 11 号の投稿本数と掲載本数、ならびに同号発送が完了したことが報

告された。第 12号の投稿締切日も確認された。 

3) 選挙管理委員会報告 

・選挙の前提、経緯、結果、問題点について報告があった。理事の任期について規定が確認

され、投票に際して役職を指定する形で推薦する新しい取り組みが報告された。新理事・

監事のメンバーが報告された。 

4) ニュースレター委員会報告 

・ニュースレターに掲載すべき年次大会の基調講演に関する報告が掲載されなかった。6月発

行のニュースレターにお詫びとともに掲載することが決定された。同一問題の防止策が提

案された。 

5) 年次大会委員会報告 

・第14回年次大会の準備状況が報告された。 

6）新理事会への提案 

・2名の理事から監事の資格・役割に関する提案、並びに会員間の問題を解決するための臨時

調停員会の立ち上げに関する提案があった。 

【審議事項】 

1）「査読者」の呼び方を「査読委員」としたいとの提案がなされ、審議の上、了承された。

なお、編集委員会の下部組織として臨時に査読委員会を設定する。 

2) 石井奨励賞選考委員会と学会誌編集委員会との関係について確認され、石井賞のあり方に

ついて新理事会で継続審議することが確認された。 

2014年度第4回理事会議事録 抄録 
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3) 編集委員による学会誌投稿は可能であることが確認された。 

4）2014 年年次大会、福島大会の記録を中心とした出版企画について審議され、編集委員会を

立ち上げ、企画を進めることになった。併せて企画テーマに関する特別部会の立ち上げが

承認された。 

5) 多文化関係学会から社会的な排除と差別に反対する公式表明を出す案が承認され、中川理事

らが年次大会の成果を受けて文章を作成することとなった。  

8) 次回年次大会の発表者資格について条件が確認された。 

9）会員 2名を日本学振興会賞へ推薦することが提案され、了承された。 

 

 

 

 

 

■関東地区研究会報告 

日時：2015 年 2月 1 日（日）13:30-17:30 

会場：淑徳大学 池袋サテライト・キャンパス 

 

タイトル：異文化実践力強化のための「からだのコンディショニング」 

話題提供者：山本 薫（異文化コンサルタント/トレーナー/心体知コーチ、早稲田大学・慶應義

塾大学非常勤講師） 

 

概要： 

異文化トレーナーの山本薫先生（以下、薫さん）より、

知的理解だけで信頼・親交は深まるのか？という問いか

けのもと、体の動きを通して人間関係を構築するシミュ

レーションゲーム「テルーレ（Teloore）」の体験を中心

に、からだのコンディショニングを高めるための理論や

実践、経験談のご教示がありました。  

 アラスカ、ギニアビサウ、台湾、中国広州、ワシント

ン D.C.、札幌、東京など世界各地で暮らしてこられた薫

さんは、一度会ったら忘れられない非常にエネルギッシュな方で、研究会の間、常に参加者の気

持ちを盛り上げてくれました。そんな薫さんより研究会序盤で発信されたメッセージが、「Think 

out of box」。こうあるべき、〜であるはずという文化・comfort zone から出ようということで、

このことを九つの点を通る一筆書きのワークを通して伝えていただきました。 

 「＜生きる力＞知力・活力・感力・行力・場力（吉川宗男）」、「感情制御力・感情感知力（David 

Matsumoto）」、「ネガティブな感情をプラスのエネルギーに（ジャクリーン・ワシレウスキー）」、

「Bodymindfulness 心体感覚を研ぎ澄ました状態、心体エネルギーの共鳴・共振（永田アデア）」、

といった異文化コミュニケーションのコンセプトをご紹介された後、本日のメインであるテルー

レを体験しました。テルーレは薫さんご考案の「きんちょうかんわひびきあい」を意図した人間

関係構築のシミュレーションゲームで、参加者がレゾナンス共鳴・共振体験をするよう設計され

地区研究会報告 
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ています。 

 テルーレは 90 分授業内でできるよう意図されており、薫さんリードのもと参加者はペアを組

んで、手を合わせて押したり引いたりしながら、その時の己の体の状態を内観しました。体験し

ていない人には伝わりにくい内容ですが、筋弛緩の状態と筋緊張の状態を味わい、それぞれの状

態において、ペアの相手に対するイメージや自己の感覚、そしてお互いの関係性をどう感じたの

かチェックシートで振り返りました。ワーク中は言葉を交わさず、お互いの手を通して、気づき、

伝え、通い合わせることになります。言語の壁を越えて実践できる内容で、小学生のような子供

同士でやっても面白いと思っていましたら、薫さん曰く過去に試みており、その時はクラスの仲

間外れ現象が解消されたとのことでした。テルーレ体験で、参加者の関係性や場の空気もすっか

り温まったように思います。薫さんは 300 人で実施した事もあり、人数が多くなるとよく分から

ない事が起こるとのことでした。 

 この日は他にも笑いヨガなど、普段体験しないような経験を沢山しましたが、全て「からだを

つかって通じ合う感覚」を体験してもらおうという薫さんの意図です。会の後はお茶会で、参加

者は語学や異文化コミュニケーション、国際理解、国際協力いった分野の教員・実践家でしたが、

本日の内容をそれぞれの授業や実践の場で生かしていこうと、多くの方が意欲的でした。非常に

有意義な時間を過ごさせていただき、山本薫先生、企画・運営くださった関東地区研究会の方々、

ご参加の皆様に深く感謝申し上げます。 

文責：八木 龍平 株式会社富士通研究所、北陸先端科学技術大学院大学 

 

 

■中部・関西地区研究会報告（龍谷大学経営学会異文化ビジネスコミュニケーション研究会と共催） 

日時：2015 年 2月 9 日（月）18:00-20:00 

会場：龍谷大学深草キャンパス 8号館第 5共同研究室 

 

タイトル：表現の自由、それとも犯罪：日本のヘイトスピーチ 

情報提供者： 岸 政彦（龍谷大学社会学部准教授） 

金 光敏（コリア NGO センター事務局長） 

 

概要： 

日本政府は、人種差別撤廃条約に批准していますが、

第 4 条の(a)(b)「人種的優越又は憎悪に基づくあらゆる

思想の流布」、「人種差別の扇動」等について処罰立法

処置をとることを義務付けることは留保しており、その

理由として「処罰立法措置をとることを検討しなければ

ならないほど、現在の日本が人種差別思想の流布や人種

差別の扇動が行われている状況にあるとは考えていな

い」との見解を示している。しかし、現在ヘイトスピー

チは、ネット上や社会の中でさまざまな形をとりながら拡大し強められている。浦和レッズが、

「Japanese Only」というサポーターの差別的横断幕によって無観客試合という処分を下された
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事件について、J リーグは妥当な判断を示した背景には FIFA の人種差別に対する厳しい姿勢が

あるからである。無観客試合は浦和レッズに 4億円の損失をもたらしたとも言われている。人種

差別は、人権問題だけでなく、経済的、また経営的問題にも発展する。 

 2014年8月29日、国連人種差別撤廃委員会は、日本政府に

対して、ヘイトスピーチ（憎悪表現）問題に「毅然（きぜん）

と対処」し、法律で規制するよう勧告する「最終見解」を公

表した。2020年に開かれる東京オリンピックの準備のために、

日本政府は外国人労働者の受け入れ拡大を検討している。し

かし、ヘイトスピーチの解決策を見いだせない状況の中で、

外国人を受け入れると排外主義が強まるのは避けられない。

ヘイトスピーチの被害者はコリア系住民が主であるが、中国

人やフィリピン人、そして被差別部落出身者にも向けられている。いつかは、思想的に反する日

本人にもその矛先は向けられてくる可能性もある。橋下大阪市長も「表現の自由もあり、スピー

チ自体の制限や罰則は難しい」としながらも「やりすぎで問題だ。言葉が表現の自由をこえてい

る」と批判した。 

 本報告では、インターネット上の差別的表現で精神的苦痛を受けたとして、「在日特権を許さな

い市民の会」（在特会）と桜井誠会長（当時）、そしてインターネットのまとめサイトである「保

守速報」に計2550万円の損害賠償を求める訴訟を起こした原告である在日朝鮮人のフリーライタ

ー李信恵さんと、その支援者である岸政彦さん、金光敏さんから裁判の経緯報告がなされた。ヘ

イトスピーチの現状や裁判の経緯、そして東京の新大久保や大阪の生野区でネガティブキャンペ

ーンによる社会経済的要因を中心に情報共有を行った。社会のマイノリティ（少数派）をターゲ

ットにしたヘイトスピーチと呼ばれる憎悪表現や嫌がらせを先導するデモが増え、それに賛同す

るレイシストの数も増えている。日本のレイシズムは明らかに日本の戦後処理に起因しており、

外国籍住民に対する差別構造と人種差別撤廃法の整備の遅れが状況を悪化させている。しかし、

一方で、「日本社会を健全に戻したい、人種差別はあかん!」と敢然と立ち上がり、カウンター行

動を行う市民も増えている。本報告では、裁判を支援する人たちの思いを理解し、裁判を通して

レイシズムに対したたかう過程で、「他者への信頼と共感」が日本社会で失われつつあるという

危機感を理解でき、異文化理解、多文化理解だけでなく、経営学で学ぶ組織論や人事管理論にお

いても視野に入れるべき重要な要因を多く見出した。   

文責：李 洙任（Lee Soo im） 龍谷大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.asahi.com/topics/word/ヘイトスピーチ.html
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■中国・四国地区研究会報告 

日時：2015 年 5月 16 日（土）14:00～16:00 

会場：岡山大学津島キャンパス文化科学系総合研究棟演習室２ 

 

テーマ：多民族国家マレーシアにおけるグローバル人材育成と高等教育機関における多文化の共生 

タイトル：マレーシアにおけるグローバル人材育成戦略：ポスト・ブミプトラ政策の民族文化融

合政策 

話題提供者：木村 純子（大阪大学） 

 

タイトル：マレーシアの留学生受け入れ政策の課題と展望：留学生と自国学生・地元コミュニテ

ィとの異文化摩擦に焦点を当てて 

話題提供者：金子 聖子（大阪大学） 

 

2015 年度の中国・四国地区研究会は、緑豊かに生い茂る岡山大学のキャンパスで開催された。

多民族国家であるマレーシアにおけるグローバル人材育成と高等教育における文化共生の問題

について、大阪大学から 2名の講師を招き開催された。 

第一話題提供者である木村純子先生からは、マレーシアの民族構成とその歴史的背景、マレー

系住民優遇政策であるブミプトラ政策とそれを取り入れた新経済政策（NEP）の効果について説

明があり、続いて、グローバル化する国際社会の中で国が経済成長をするために作成された「2020

ビジョン」において、グローバル人材育成に関する政策がどのように実施されているのかについ

て解説された。高等教育における英語使用の拡大や、留学生受入や外国人教員比率向上を目指し

た数値目標の設定等、グローバル化戦略を掲げる日本の高等教育機関と重なる側面も認められ、

日本のグローバル化戦略を外の視点から見つめ直すことができた。 

 第二話題提供者である金子聖子先生からは、留学生受入増加に伴い、マレーシアの高等教育機

関において発生している文化摩擦の問題について紹介された。マレーシア留学の強みとしては、

物価や学費の安さ、安全性等の生活面に加え、英語による教育を実施している点や中近東からの

学生にとってはイスラム教の国家であること等、言語・文化面でのメリットがあるが、実際は、

急激な留学生受入増加に伴って現地学生と留学生との間で文化摩擦が発生しているという現状

について報告いただいた。その原因や今後の展望についても詳しく説明された。 

民族融和を目指した努力が続けられ、多文化社会としての成熟度も高いと考えられるマレーシ

アが、知識基盤型社会を目指し、トランスナショナルな教育プログラムを提供することで国際競

争力を持とうとする中、教育内容も欧米型に変容しているという。例えば、欧米型のプロジェク

ト形式の教育を実施することで、母国では暗記・暗唱型の学習スタイルであった留学生が、その

教育スタイルについていけないといった文化摩擦も生じているという。地域社会における多文化

共生という課題を成し遂げつつある国家が、新たなグローバル化戦略により教育場面での文化葛

藤の問題を抱えることになったことは非常に興味深く、文化共生とは何かについて深く考えさせ

られる大変貴重な機会となった。 

文責：奥西 有理 岡山理科大学 
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★中部・関西地区研究会★  

日時：2015 年 7月 25 日（土）15：00～17：00 

場所：大学利用施設 UNITY（ユニティ）（セミナー室２） 

〒651-2103 神戸市西区学園西町 1 丁目 1 番 1 ユニバープラザ 2 階  

問い合わせ先 078-794-4970 http://www.unity-kobe.jp/ 

 

テーマ：今秋公開予定：日本ベトナム初の合作映画「ベトナムの風に吹かれて」 

―新しい異文化交流の成果― 

話題提供者：上田義朗（流通科学大学教授、日本ベトナム経済交流センター副理事長） 

 

発表要旨： 

本年はベトナム戦争終結 40 周年、他方、日本では戦後 70周年という節目の年と言われていま

す。この年の 10 月に日本とベトナム初の合作映画「ベトナムの風に吹かれて」（監督：大森一樹、

主演：松坂慶子、共演：草村礼子、奥田瑛二、柄本明、松金よね子、藤江れいな）が、両国で同

時公開されます。原作は、小松みゆき『越後のＢａちゃんベトナムへ行く』（２Ｂ企画、2007 年）。

本映画の企画・製作に私は関わりました。 

 本報告は、この体験を含むビジネスの観点から、両国の異文化の相反と相互理解について具体

的に紹介・検討したいと思います。 

本映画は、大森監督によれば「日本では稀有となった芸達者なベトナム人俳優が日本人俳優と

違和感なく共演している」作品です。また岡田裕プロデューサー（『お葬式』『復活の日』『天と

地と』など制作）は、「日本からの上から目線ではない新しい異文化交流の映画に仕上がった」

と述べています。このような意味で私の報告はともかく、本映画の公開にご期待下さい。当日は、

次の順序での報告を予定しています。 

1．日本とベトナムの一般的関係、2．映画製作の経緯：異文化交流の新たな成果、3．日本と

ベトナムのビジネス紛争事例：文化的背景、4．結び：経済統合と文化交流 

 

【発表者略歴】 

1983 年：神戸大学大学院経営学研究科博士後期課程 満期退学 

1983 年：財団法人日本証券経済研究所大阪研究所研究員 

1988 年：流通科学大学商学部助教授から教授、現在に至る 

＊そのほかの活動の詳細については Yahoo または Google で検索してください。 

【問い合わせ先】 

中川典子（中部・関西地区研究会委員長、流通科学大学人間社会学部） 

メール：Noriko_Nakagawa@red.umds.ac.jp 電話：078(794)3555 （大学代表） 

地区研究会のご案内  
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会員資格 氏名 所属 研究分野 

学生 鍋島 有希 九州大学大学院 留学生教育、グローバル人材育成 

学生 叶 尤奇 明治大学大学院 異文化コミュニケーション学 

(2014年11月1日～2015年4月30日に入会された方) 

 

 

 

 

 

 

 

4月から理事会のメンバーが変わり、新理事会がスタートを切りました。より活発な学会活動の

ため、事務局もこれまで以上に工夫してまいります。どうぞよろしくお願いいたします。以下、

事務局からのお知らせです。  

 

◆事務局所在地の変更について 

事務局の所在地が以下の場所に変更になりました。 

〒113－8421 東京都文京区本郷2－1－1 

  順天堂大学 国際教養学部 石黒研究室内 多文化関係学会事務局 

  ※Eメールアドレスに変更はありません（admin@js-mr.org）。 

 

◆学会ホームページ「学会員専用サイト」における登録情報の更新について 

学会ホームページ http://www.js-mr.org/ では、登録情報の更新などを行える「学会員専用

サイト」があります。住所、所属等に変更がありましたら、情報のご更新をお願い申し上げます。

学会員専用サイトへのログインには、会員番号とパスワードが必要です。お忘れになった方は、

事務局・石黒武人（admin@js-mr.org）までお問い合わせください。 

 

◆学会費の納入について 

今年度も学会費納入をお願い致します。その際、払込料金（手数料）の支払いにつきましては、

会員の皆様の方でご負担お願いいたします。会費納入状況に関するお問い合わせは、会費徴収等

を委託しております「学協会サポートセンター」(scs@gakkyokai.jp)までお願い致します。その

際、メールの件名は「多文化関係学会」とし、ご自分の氏名、ID番号、ご用件をお書きください。

なお、種別（例：「学生会員」→「一般会員」）の変更がございましたら、事務局へご連絡くだ

さい（admin@js-mr.org）。  

 

 

新入会員紹介（敬称略） 

 

事務局より 

 

お 知 ら せ 
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◆会員登録情報更新のお願い 

  ご所属・e-mailアドレスなど会員登録情報の更新をおねがいいたします。会員登録情報の変更

は会員各自で行えます。登録情報を更新しなければ学会からのお知らせが届きません。登録情報

に変更があった場合は更新をよろしくお願い致します。また、e-mailアドレスについては、現在

使用されていないアドレスの方がいらっしゃいますので、今一度ご確認ください。なお、IDやパ

スワードがお分かりにならない方は出口 （tdeguchi@jus.kindai.ac.jp） 宛に御連絡下さい。 

 

◆登録情報の更新手順 

登録情報変更手順は、以下のようになっています。 

１．多文化関係学会ホームページ（URL: http://www.js-mr.org/） 

２．学会員専用サイト（会員番号・パスワードを入力し、ログインボタンをクリック） 

３．登録情報更新をクリック 

４．変更点を修正し、一番下の更新をクリック 

 

 

 

 

★著作図書案内・書評・海外シンポジウム参加報告記事募集★ 

 

ニュースレター（NL）委員会では、次回 28 号（2016 年 2 月発行予定）掲載記事として、

会員の皆様の著作図書案内、海外シンポジウム参加報告、震災関連や多文化関係学会に関連

した研究、関連学会参加報告記事などを募集しております。以下（1）から（3）の記事を

NL 委員会に送ってくださいますようお願いいたします。 

 

○募集する記事の内容 

（1）学会の趣旨に関連すると思われる著作・訳書などを出された場合 

・募集対象とする著作の発行時期：2015 年 6 月から 2015 年 12 月末まで 

・書名、著者名、出版社名、出版年、総ページ数と本の内容を 200 字以内で紹介 

（2）学会の趣旨に関連すると思われる著作で、会員に広く紹介することが望ましいと思わ

れる場合 

・募集対象とする著作の発行時期：2015 年 6 月から 2015 年 12 月末まで 

・書名、著者名、出版社名、出版年、総ページ数と本の書評を 200 字以内でまとめる 

（3）学会に関連する海外のシンポジウムや震災関連のシンポジウム、もしくは関連学会に参加さ

れた場合 

・募集対象とする時期：2015 年 6 月から 2015 年 12 月末まで 

 

◆記事の送付期日：2016 年 1 月 6 日 

◆記事の送付先：NL 委員会 守﨑 誠一宛（morisaki@kansai-u.ac.jp） 

NL 委員会より 

 

WEB 委員会より 
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★関連学会の大会紹介記事の募集★ 

 

会員に紹介するのにふさわしい関連学会の大会情報を随時募集しております。具体的には、（1）

学会名、（2）大会名、（3）大会テーマ、（4）大会日時、（5）会場、（6）その他詳細（120 字以内）

をお書きのうえ、NL 委員会委員長の守﨑誠一宛て（morisaki@kansai-u.ac.jp）に送ってくださ

いますようお願いいたします。 

 

★ニュースレターの電子化について★ 

 

ニュースレター（NL）委員会では、理事会での協議のうえ、2016 年 2 月発行のニュースレタ

ー（第 28 号）から紙媒体での発行を中止し、電子化をおこなう予定をしております。どのよう

な形で会員の皆様にニュースレターをお届けするのかも含めて、詳細については現在検討中です。 

詳しいことが決まり次第、学会ホームページ等で会員の皆様にお知らせをいたします。 

 

 

 

 

以下は、第 13 回年次大会においておこなわれた牧野英二先生（法政大学文学部教授）の基調

講演についての報告です。本来なら、2015 年 2 月発行の第 26 号ニュースレターに掲載予定の原

稿でしたが、編集ミスにより掲載されませんでした。原稿を執筆いただいた灘光洋子先生と基調

講演者の牧野英二先生には、大変失礼をいたしました。お詫びを申し上げます。すでに学会ホー

ムページで掲載をいたしておりますが、改めて掲載をさせていただきます。 

ＮＬ編集委員長 守﨑 誠一 

 

基調講演にこめられた思い 

牧野氏がご講演『「他者」に対する社会的排除と差別』で私達に訴えかけたことは何か。様々

な事例を参照されながら「歴史」と「文化」のハイブリッド化について語られたなかで、深く

印象に残ったのは、「知」の構築に対する批判的まなざしであった。その背景には、福島の記憶

の風化、勢いを増すヘイトスピーチ、現政権における単一的な日本文化「幻想」などに対する

危機感があり、氏の言葉からは研究者として何をなすべきかという焦りに似た思いが滲む。歴

史も文化も複雑な要素が絡みあい、その重層さを簡単に語ることなどできない。にもかかわら

ず、ある言説が優位に立ち、巷に流布する。そこに潜む政治性に翻弄されないためには、表層

的で単純化された物言いに納得することなく、多角的な視点で知識を得ようとする姿勢こそが

問われよう。研究者としてどの立ち位置から何を分析しようとするのか、自身の視座に内省的

であることは勿論、異なる文化背景や歴史観を持つ人達との領域横断的な共同研究を進めてい

く気概が求められている。何が異質とされるのか、なぜ排除の対象とされるのかを問い続ける

知的体力を持続することの必要性を強く感じた牧野氏の基調講演であった。 

文責：灘光 洋子（立教大学） 

お詫び 
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 上記にありますように、本号のニュースレターは紙媒体で発行する最後の号となる可

能性があります。電子化によって、印刷費と郵送費を削減できるだけでなく、これまで

白黒だった紙面をカラー化できるなど様々なメリットがあります。電子化を機会として、

より内容面での充実を図っていきたいと考えております。 

NL 委員会：守﨑 誠一 

編集後記 
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